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東
海
大
学
付
属
図
書
館
蔵

『

馬
内
侍
集
』

に

つ

い

て

紹
介
と

翻
刻

1

『

馬

内
侍
集
』

の

伝
本

高

橋

由

詆

　
馬
内
侍
は

中
古

歌
仙
三

十
六

人
の
一

人

で、
『

中

古
歌
仙
三

十
六

人
伝
』

に

は

「

右
馬

権
頭
源
時
明

女。
　一

条

院
皇

后
女
房。

立

后

之

時
為
本
宮
掌
侍
」

と

あ

る
。

は

じ

め

円

融
朝
に、

そ

の

後
は

大

斎
院
選
子
や
一

条
天
皇
の

中
宮
定
子
の

も

と

に

女

房
と

し

て

出
仕
し

た
。

馬
内

侍
の

家
集
『

馬
内
侍
集
』

は

晩
年
の

自
撰
歌
集

と

思

わ

れ
、

藤
原
朝
光
・

藤
原
道
隆
・

藤
原
道
兼
・

藤
原
公

任
と
い

っ

た

貴
顕
と
の

贈
答
が

残
さ

れ

て

い

る
。

　
現

在
の

と
こ

ろ

『

馬
内
侍
集
』

の

伝
本
は

比

較
的
数
も

少
な

く
、

異
本
と

思
わ

れ

る

も

の

も

な

い
。

歌
順
も

す
べ

て

同

じ

で

あ

る。
『

私
家
集
伝
本
書
目
』

に

載
る

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
R）

本
は

福
井
迪
子

氏

「

馬

内
侍
集
伝
本
考
」

に

よ
っ

て
、

ま

た

本
居
宣

長
記
念
館
蔵

東
海
大
学
付
属
図

書
館

蔵
『

馬

内
侍
集
』

に

つ

い

て

高
橋
由
記

＊

言

語

文
化
学
科

　
非

常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
2）

本
・

岩
崎
美
隆
旧

蔵
本
は

竹
鼻
績
氏

に

よ

っ

て

紹
介
さ

れ

て

い

る
。

さ

ら
に

東
海
大

学
付
属

図
書
館
蔵
（

桃
園

文

庫
旧

蔵
）

の

二

本
・

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
一

本

を

加
え

る

と、

現
段
階
で

は

以

下
の

よ

う

に

系
統
分
け

出

来
る
。

（

一
）

　
契
沖
本
系
統
（

二

〇

九

首
）

　
　
　
　
三

手
文

庫
本
（

契
沖
筆
本
　
辰
・

二

六

五
）

　
　
　
　
山

口

県
立

図

書
館
本
（

今
井
似
閑
本

　
九
五
）

　
　
　
　
写
字
台
文

庫
本

（

龍
谷

大

学
図

書
館
蔵
　
〇
二

二

・

五

九
一
）

　
　
　
　

本
居
文

庫
本
（

東
京
大
学
国

文
学

研
究
室
蔵

　
本
居

青
一

〇
九
・

五

三

　
　
　
　

〇
）

　
　
　
　
国
会
図
書
館
本
〔
続
群
書
類
従
四

四

九〕
（

国

会
図
書
館
　
ゑ
・

二

一
）

　
　
　
　
〈

二

〇
一

首
〉

　
　
　
　

書
陵
部
続
群
書
類
従
本
（

宮
内
庁
書
陵
部

　
四

五

三
・

二
）
〔

続
群

書
類

　
　
　
　
従
四

四

九〕
〈亠

＝

一

首
〉

　
　
　
　

東
海
大

学
付
属

図
書
館

蔵
本
〔

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本〕

（

桃
二

九
・

六

八
）

（

二
）
　
御
所
本

系
統

　
　
　
　

書
陵
部
御
所
本

（

宮
内

庁
書
陵
部
　
五

〇
一
・

三

五
）

〈

二

〇

五

首
〉

　
　
　
　
群
書
類
従
本
〔
群
書
類
従
二

七

二
〕

〈

二

〇

三

首
〉

　
　
　
　
本
居

宣
長
記
念

館
蔵
本
（

重
好
本
）

〈

二

〇

九

首
〉

　
　
　
　
岩
崎
美
隆
旧

蔵
本
〈

歌
数
不

明
〉

（

三
）
　
抄
出
本

　
　
　
　

書
陵
部
水
野

家
旧
蔵
本
（

宮
内
庁
書
陵
部
　
四

〇

五
・

三

五
）

〈

五

五

首
〉

　
　
　
　
東
海
大
学
付

属
図
書
館
蔵
本
（

桃
二

九
・

六

七
）

〈

一

〇
〇
首
V

　
伝
本
は
一

四

番
歌

「

忘
れ

て

も

人
に

語

る

な
」

・

ニ
ハ

番
歌，
「

人
知
れ

ず
思

ふ

心

の
」

の

二

首
（

以
下

、

歌
番
号
は

契
沖
本
系
統
に

よ

る
）

の

有
無
に

よ
っ

て

分

け

ら

れ

る。
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明
星

大

学

研

究
紀
要
【
日

本
文
化
学

部
・
言
語
文

化
学
科
】

第

十
三

号

　
二

〇

〇
五

年

　
（

一
）

契
沖
本
系
統
は
一

四
・
一

六

番
歌
を

有
す

る

系
統
で
、

巻
末
に

勅
撰
集
か

ら
の

補
入

が

あ

る
。

国
会
図
書
館
本
ま
で

の

五

本
は

福
井
氏
が

解
説
・

分
類
さ

れ

て

い

る
。

　
（

二
）

御
所
本
系
統
は
一

四
・
一

六

番
歌
が

無
い

系
統
で、

巻
末
の

補
入
歌
も

な

い
。

書
陵
部
御
所
本
・

群
書
類
従
本
は

福
井
氏
が

、

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
（

小

野

田

重
好
書
写
）

・

岩
崎
美
隆
旧

蔵
本
は

竹
鼻
氏
が

解
説
・

分
類
さ

れ

た
。

　
（

三
）

は

抄
出

本
で、

水

野
家
旧

蔵
本
は

福
井
氏
が

解
説
さ

れ

て

い

る
。

　
東
海
大

学
付

属
図

書
館
蔵
の

『

馬
内
侍
集
』

は
、

巻
子

本
（
桃
二

九
・

六

七
）

と

冊

子

本

（

桃
二

九
・

六

八
）

の

二

本
あ

る
。

い

ず
れ

も

桃
園

文
庫
旧

蔵
で、

冊
子

本

は

さ

ら

に

紅
梅
文
庫
旧

蔵
で

あ

る
。

そ

こ

で

以
下

で

は

便
宜
的
に

巻
子

本
を

東
海
大

学
巻
子

本、

冊

子

本
を

東
海
大
学
冊

子

本
（
紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

と

呼
ぶ

こ

と

に

す

る
。

両

者

と

も

『

馬
内
侍
集
』

の

伝
本
と

し

て

は

興

味
深
い

も
の

で

あ

り、

今
回、

東
海
大

学
付
属
図

書
館
の

許
可

を

得
て

、

東
海
大
学
巻
子

本
の

翻
刻
を

し

た
。

ま

た、

同

じ

く

抄
出
本
で

あ

る

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（

四

〇
五
・

三

五
。

以
下、

水

野
家
旧

蔵
本
）

も

宮
内

庁
書
陵
部
の

許
可

を

得
て、

翻
刻
し

た
。

東
海
大
学
冊

子
本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

　
東
海
大

学
冊

子

本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

は、

二

七
・

六
セ

ン

チ

x
一

九
・

九
セ

ン

チ、

袋
綴、

紙
表
紙、

二

七

丁
、

一

〇

行
（

二

六

ウ

の

み
一
一

行
） 。
「

馬
内

侍

集
」

と
い

う

家
集
名
の

下

に

「

三

十
」

と

番

号
が

記
さ

れ

て

い

る
。

一

オ

に

は

「

紅

梅
文

庫
」

の

蔵
書
印
が

あ

り、

内

題
に

続
き

「

喜
昌

勘
物

右
馬
権
守
時
明
云

々
」 、

さ

ら

に

朱
で

「

大

和
権
守
時
明
女

／
一

条
院
皇
后
宮
女
房
／

朱
書
成
章
本
」

と

あ

る
。

ま

た

朱
・

青
の

書
入

が

あ

る
。

58

　
東
海
大

学
冊
子

本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

は、

東
大

国

文

研
蔵
本
居
文

庫
本
（

以

下、

本
居
文
庫
本
）

・

龍
谷
大

学
図
書
館
蔵
写
字
台

文

庫
本

（

以

下、

写

字
台
文
庫

本
）

と

行

数、

字

詰、

書
入

が

似
て

お

り、

本
居
文
庫
本

と

写

字
台

文
庫

本
の

共

通

異
文
も

東

海
大
学

冊
子

本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

と
一

致
す
る

。

　一

五

四

番
歌
の

詞

書
・

歌
が

朱
に

よ

る

補
入

で

あ

る

こ

と

も

三

本
共
通

で

あ

る
。

行

数
は

三

本
と

も

に

一

面
一

〇

行
だ

が
、

二

六

ウ

の

み

東
海
大

学
冊
子

本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

と

本

居

文

庫
本

が
一

面
　
｝

行

に

な
っ

て

い

る
。

内
題
の

下

に

書
か

れ

た

も

の

の

う
ち、

「

喜
昌
勘
物
右
馬
権
守
時
明
云

々
」

以

外
は

本
居
文
庫
本
と、
「

朱
書
成
章

本
」

以

外

は

写
字
台

文

庫
本
と

同
じ

で

あ

る

（

写

字
台
文
庫
本

は

「

喜
昌

勘
物
右
馬

権
守
時
明

云
々

」

も

朱
書
）

。

東
海
大
学
冊
子
本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

が、

本
居

文
庫
本
や

写
字
台
文

庫
本
と

近

い

関
係
に

あ

る

こ

と

は

明
ら

か

で

あ

る
。

　
写

字
台

文

庫
本
『

馬
内
侍
集
』

は

『

四

十
人

集
』

の

う
ち

の
一

冊
で

あ

る
。

『

馬

内
侍
集
』

に

は

奥
書
は

な

い

が、

『

大
江
千

里

集
』

な

ど

十
あ

ま

り

の

家

集
に

は

書

写
奥
書
が

あ

り、

そ

れ

に

よ

る

と

安
永
八

年
（

一

七

七

九
）

と

同

十
年、

天

明
二

年

（

一

七

八

二
）

と

同

五

年
に

書
写
・

校
合
さ

れ

た
こ

と

が

知

ら
れ
、

書
写

者
は

小

沢

蘆
庵
と

親

交
の

あ
っ

た

澄
月
や

蘆
庵
の

門
人

た

ち
で

あ

り、

書
写

後
に

蘆

庵
が

朱
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
3）

校
合
・

訂

正

を

行
っ

て

い

る

こ

と

も

わ

か

る

と

い

う。

蘆
庵

の

手

を

経
た

写

本
は

小

沢
蘆
庵
本
と

い

わ

れ

て

い

る

が
、

蘆
庵
本
に

は

歌
合
や

私
家
集
な

ど

の

歌

書
が

多
く

　
（

4）

あ

り、

井
上

宗
雄

氏
が

発
見
さ

れ

た

今
治
市
の

河
野

記

念

文

化
館
蔵
の

『

私

家
集
』

（

三

四

六
・

八

三

九
）

三

十
四

冊

も

蘆
庵
本
で、

紅
梅
文
庫
の

蔵
書
印
が

あ

る

と

い

う
。

ま
た
、

大
取
一

馬
氏
が

発
見
・

翻
刻
さ

れ

た

新
日

吉
神
社
蔵
の

蘆
庵

筆
「

写

本

家
集
目

録
」

及
び

藤
島
宗
順
筆
「

写
本
家
集
目

録
」

（

享
和

元
年
写
）

に

よ

り、

谷

山

茂
氏
蔵
紅
梅
文

庫
旧

蔵
の

目

録
「

百

家
集
」

が

蘆
庵
本

の

目

録

で

あ

る

こ

と

が

判

明
し

た
。

三

種
の

蘆
庵

本
の

目

録
に

は

家
集
ご

と

に

そ

れ

ぞ

れ
一

〜
八

十

あ

ま
り

ま

で

の

番
号

が

付
さ

れ

て

お

り、

所
蔵
の

有
無
を

あ

ら

わ

す

印
が

あ

る
。

そ

し

て

「

谷

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

山

本
目
録
の

番
号
と、

今
治
本
「

私
家
集
」

の

各

家
集
に

付
し

た

番

号
と

は

全

て
一

致
し

て

い

る

が、

そ
の

番
号
も、

こ

の

蘆
庵

本

が

紅
梅
文
庫
に

入
っ

て

か

ら

新
た

に

付
さ

れ

た

も

の

で

は

な

く
、

そ

の

原
形
は

蘆
庵
自
筆
の

目

録
に

付

さ

れ

て

い

た

番
号

で

あ
っ

た
L

こ

と

が

明
ら
か

と

な
っ

た
。

大

取

氏

は

目

録

に

記
さ

れ

た

家
集
の

現
存

状
況
も
一

覧
に

さ

れ

た

が、

『

馬
内
侍
集
』

は

写

字
台
文

庫
に

あ

る

の

み

で、

今

治

本
・

京
大
本
・

新
日

吉
神
宮
本
に

は

な
い

。

　

谷

山

本
目

録
に

あ

る

『

馬
内
侍
集
』

の

番
号

は

「

三

十
」

と

あ

り、

東
海
大
学
冊

子

本
（

紅
梅
文

庫
旧

蔵
本
）

に

付

さ

れ

た

番
号

と

同
じ
で

あ

る
。

東
海
大
学
冊
子

本

が

紅
梅
文
庫
旧

蔵
で

あ

る

こ

と

を

考
え

あ

わ

せ

る

と、

同

じ

く

紅

梅
文
庫
旧

蔵
の

今

治
本
「

私
家
集
」

（

三

十
四

冊
）

と
一

連
の

も
の

で

あ

る

可
能
性
は

き

わ

め

て

高
い

。

　

次
に

本
居
文

庫
本
と

の

関

係
で

あ

る

が、

東
海
大

学
冊
子

本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵

本
）

と

本
居

文

庫
本
は

母

字
ま

で

も

が

酷

似
し

て

い

る
。

本
居
文

庫
本
と

写

字
台
文

庫
本
は

母

字
は

異
な

る

と
こ

ろ

も

あ

る

（

写
字

台
文
庫
本
の

方
が
、

簡
略
な

字
を

使

っ

て

い

る
）

の

に

対
し

て
、

東
海
大

学
冊
子

本
（

紅
梅
文

庫
旧

蔵
本
）

と

本

居
文
庫

本
は

母

字

も

ほ

ぼ

同
じ

で

あ

る
。

本
居
文

庫
本

の

独
自
異
文
は、
「

つ

」

と

「

へ

」

（
六

七

番
歌）
、

「

ね
」

と

「

ぬ
」

（

＝
二

九

番
歌）

な

ど、

単
な

る

誤

写
と

し

て

説
明

で

き

る

も

の

が

多
い

が
、

一

方
で

東
海
大

学
冊

子

本
（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

の

存
在

を

介

す
る

こ

と

に

よ

っ

て

誤

写
の

過

程
を

説
明
で

き

る

も

の

も

あ

る
。

例
え

ば、

一

一

九

番
歌
詞

書
「

お

と

り

た

る

を

と

こ

柳
に

ふ

み

を

さ

し

て

お

こ

せ

た

れ
は

（

傍
線

筆
者
）

」

の

「

お

こ

せ
」

は
、

本
居
文

庫
本
で

は

「

そ

せ
」

と

な
っ

て

い

る
。

東
海

大

学
冊
子

本

（

紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

で

は

「

於
こ

せ
し

と

書
か

れ

て

お

り、

「

於
こ
」

の

二

字
が

本
居
文
庫
本
で

は

「

楚
せ

（

そ

せ
）

」

と

な

っ

た

と

思
わ

れ

る
。

写

字
台

文

庫
本
は

ほ

ぼ

現
在
の

平
仮
名
と

同
じ

「

お

こ

せ
」

と

書
か

れ

て

い

る

の

で
、

写

字

台
文
庫
本
と

比
べ

て

も

本
居

文
庫
本
の

写

し

間
違
い

は

説
明
で

き

な
い

。

東
海
大
学

冊
子

本・
（

紅
梅
文

庫
旧

蔵
本
）

と

本
居

文

庫
本

と

が

共
通

の

親
本

を

も

と

に

写
さ

れ

東
海
大

学
付
属
図
書
館
蔵
『

馬
内
侍
集
』

に

つ

い

て

高
橋
山
記

た

も
の

な

の

か
、

東
海
大

学

冊
子

本
（

紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
）

が

本
居
文
庫
本
の

親
本

な

の

か

は

判
ら

な
い

が
、

両

者
が

非
常
に

近

い

関
係
に

あ

る

こ

と

は

問
違
い

な

い
。

　

最
後
に、

福
井
氏

が

「

単

な
る

誤
写

及

び

直
接
的
な

誤
写

と

は

考
え

難
い

も

の
」

と

し

て

述
べ

ら

れ

た

写

字

台

文
庫
本
と

本
居
文

庫
本
の

異
同

と、

東
海
大
学
冊

子

本

（

紅
梅
文

庫
旧

蔵
本
）

を

比
べ

て

お

く
。

写

字
台

文
庫
本

本
居

文

庫
本

東
海
大

学
冊

子
本
（
紅

梅

文
庫
旧

蔵
本）
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明
星
大

学

研
究
紀
要

【
目

本
文

化
学
部
・
言

語

文

化
学
科】
第

十
三

号

　
二

〇
〇

五

年

　
行
成

筆
と

あ

る

も

の

の

書
写
期
は

江
戸

中
期
と

思

わ

れ、

識
語

も

鳥
丸

光
広
筆
と

は

思

わ

れ

な

い
。

た

だ

字
体
は

か

な

り

古
い

の

で
、

お

そ

ら

く

古

い

時
代
（

平
安
末

か

鎌
倉
初
期
）

に

書
か

れ

た

巻
子

本
が

あ

り、

そ

れ

に

光
広
が

識
語
を

書
き、

さ

ら

に

そ

の

巻
子

本

全

体
（

本
文
と

識
語
）

を

江

戸

中
期

に

な
っ

て

写

し

た

の

が

東
海
大

学
巻

子
本
と

考
え

る

こ

と

が

で

き

よ

う
か

と

思

う。

光

広
が

識
語
を

書
い

た

伝
行
成

筆
巻

子
本
が

江

戸
中
期
ま
で

存
在
し

た

可

能

性
は

あ

る

が、

現
在
所
在
不

明

で

あ

る
。

伝
行
成
筆
本

に

関
し

て

は
、

既
に

福
井
迪

子

氏
が
、

写

字
台

文

庫
本
六

五

番
歌
結
句

「

色

か

は

り

ゆ

く
」

に

「

る

ま

で
」

の

校
異
及

び

「

権
跡
」

の

注
記

の

あ

る

こ

と

か

ら

「

伝
行
成

筆
の

馬
内
侍
集
切
か

何
か

が

存
し

た
こ

と

を

記

し

と

ど

め

た

も

の
」

と

言

及

し

て

お

ら

れ

る

が、

そ

の

存
在
が

確
か

め

ら

れ

た

と
い

え

よ

う
。

た

だ

し

「

権

跡
」

の

注
記

が

伝
行
成
筆
巻
子

本
を

指
す
の

か、

東
海
大

学
巻
子

本

を

指
す

の

か

は

不

明
で

あ

る
。

な

お
、

六

五

番
歌
結
句
は

「

色
か

は

る

ま

で
」

と

な
っ

て

い

る

写

本

の

方
が

多
く、
「

色

か

は

り

ゆ

く
」

と

あ

る

の

は、

御
所
本
・

本

居
文
庫
本
・

写
字

台
文
庫
本
・

東
海
大

学
冊

子

本
（
紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
）

の

四

本
（
い

ず
れ

も

傍
に

「

る

ま
で
」

の

注
記
が

あ

る
）

だ

け
で

あ

る
。

ま

た

写
字
台
文
庫
本

と

同

じ

「

権
跡
」

の

注
記
は

東
海
大

学
冊

子

本
（

紅
梅
文

庫
旧

蔵
本
）

に

も

あ

る
。

　
抄
出
本

と

し
て

は

既
に

水

野

家
旧

蔵
本
が

知
ら

れ

て

い

る
。

水

野
家
旧

蔵
本
も

巻

子

本
で、

五
・

六
・

七
・

八
・

九
・

＝
・
一

二

・
一

四
・
一

五
・
一

六
・
一

七
・

一

八
・
一

九
・

二

〇
・

二

一
・

二

三
・

二

六
・

二

七
・

二

八
・

三

〇
・

三

三
・

三

四
・

三

五

二
二

六
・

三

九
・

四

〇
・

四
一
・

四

二

・

四

三
・

四

四
・

四

七
・

四

八
・

五
一
・

五

三
・

五

五
・

五

六
・

五

七
・

五

九
・

六
一
・

六

二

・

六

五
・

六

六
・

六

七
・

六

八
・

六

九
・

七

〇
・

七
一
・

七

二
・

七

三
・

七

四
・

七

五
・

七

八
・

七

九
・

八

〇
・
一

四

二
、

の

計
五

五

首
で

あ

る
。

東
海
大
学
巻
子

本
は
一

四

二

を

除
く

五

四

首
が

水

野

家
旧

蔵
本
と
一

致
し、

さ

ら

に

一
・

二

・

三
・

四
・

四

九
・

八
一
・

八

三
・

八

四
・

八

五
・

八

六
・

八

七
・

八

九
・

九
〇
・

九
一
・

九
二

・

九
三
・

九

四
・

60

九
五
・

九

六
・

九
七
・

九
九
・
一

〇

〇
・
一

〇
二

・
一

〇
四
・
一

〇

六
・
一

〇
八
・

一
一

〇
・

＝
一
・
一

＝

τ
一

＝
二

・
一
一

六
・

＝
八
・

＝

九
・
一
二

〇
・

一

二
一
・
一
二

二

・
一

二

三

・
一

四
一
・
一

四

三
・
一

四

六
・
一

五

五
・
一

五

七
・

一

五

九
・

＝
ハ

六
・
一

六

七
・
一

七

三

の

四

六

首
を

加
え

た
、

合
計
一

〇

〇
首
で

あ

る
。

　
水
野

家

旧

蔵
本
は

江

戸

期
写
な

が

ら

字
体
が

古
く、

平
安
末、

鎌
倉
極
初
期
に

書

写
さ

れ

た

親
本
を

忠
実
に

透
写

し

て

い

る

と

さ

れ

る
。

東
海
大

学
巻
子

本
も

字
体
が

古
く、
「

て

（

天
）

」

「

く

（

九
）

」

「

東
（

と
）
」

な

ど

は

水
野

家

旧

蔵
本
と

同
じ

く

漢

字
の

形

を

あ

ま

り

く

ず
さ

ず
に

使
用
し

て

い

る

二

と

が

多
い
。

そ

こ

で

東
海
大

学
巻

子

本
は

水

野
家
旧

蔵
本
と

近

い

関
係
に

あ

る

の

で

は

な
い

か

と

疑
っ

た

が、

両

者
に

は

共

通

異
文
も

あ

る

も
の

の
、

歌
句
に

異
同

も

あ

り、

字
詰
・

行
替
の

違
い

か

ら

み

て

も、

直

接
の

親
子
・

兄

弟
関

係
は

想

定
し

に

く
い

。

　
と
こ

ろ

で
、

東
海
大

学
巻
子

本
を

考
察
す

る

上

で

興

味
深
い

の

が

『

弘

文
荘
待
賈

古

書
目
』

二

四

号
（

一

九

五

四
・

六）

に

紹
介
さ

れ

た

「

異
本
馬
内
侍
集
」

で

あ

る
。

『

弘

文

荘
待
賈

古

書
目
』

に

は

以

下
の

よ

う

に

説
明
さ

れ

て

い

る
。

齠

　
異
本
馬
内

侍
集
　
臨
藤
幅

鯆
職
韈

　
一

巻
　
四

五

〇
〇
円

紙
高
二

八、

五

糎、

鳥

の

子

紙
。

天

地

に

一

本
の

界
線、

そ

の

問
に

一

首
三

行
つ

つ

に

書
写

し

て

ゐ

る
。

巻
末

に、
「

右
一

巻
世
尊
寺
行
成
卿
真
蹟
疑
無
之
者

也
、

光

広

（

花
押
）

」

と

あ

る
。

江

戸
時
代
中
期
頃
の

臨
写

で

あ

ら

う
。

書
体

奇
古、

類
似
の

古

写
本
を

知

ら

な

い
。

　

本
文
は

流
布
本
と

別
系
統
の

も
の

と

覚
し

く、

所
収
の

和
歌
百

五

首
の

内、

百
一

首
は

流
布
本

の

中
に

あ

る

が
、

四

首
は

全
く

流
布
本
中
に

な

い

も
の

で

あ

る
。

古
く

か

ら

か

 

る

系
統
の

古
写

本
も

伝
つ

た

も

の

で

あ

ら

う
。
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東
海
大

学
巻
子

本
と

異
本
馬
内
侍
集
は

、

紙

高
・

奥

書
が
一

致
し

て

い

る
。

歌
数

に

違

い

が

あ

る

も

の

の

（

東
海
大

学
巻
子

本
は
一

〇

〇

首
。

異
本
馬
内

侍
集
は
一

〇

五

首

と

あ

る
）

、

そ

れ

も

あ

る

程
度
は

説
明
で

き

る
。

東
海
大
学

巻
子

本
は
一

〇

〇

首
だ

が、

連
歌
一

首
（

家
集
四

九
番
歌
）

が

含
ま

れ

て

お

り
、

こ

れ

を
一

首
で

は

な

く

二

首

と

数
え

た

な

ら

ば

「

百
一

首
は

流
布
本
の

中

に

あ

る
」

と

す

る

説

明

に

合

う。

た

だ

し

「

四

首

は

全
く

流
布
本

中
に

な

い
」

と

す

る

異
本
歌

は

東
海
大

学
巻
子

本
に

は

見

え

な

い
。

異
本
歌

の

有
無
に

疑
問
が

残
る

と

は
い

え、

紙
高
・

奥
書
・

字
体
を

考
え

る

と、

東
海
大
学
巻
子

本
と

異
本
馬
内
侍
集
は

同
一

の

本
な

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。東

海
大

学
巻
子
本
の

書
誌
に

つ

い

て

は、

出

光

美
術
館
学
芸

員
・

別

府
節
子

氏、

内
庁

書
陵
部
・

杉
本
ま

ゆ

子

氏
の

ご

教
示

を

仰
い

だ
。

宮

注
（
1）
　
福
井
迪
子

氏

「

馬
内

侍
集

伝

本
考
」

（
『

校
本
馬
内
侍
集

と

総
索
引
』

笠

聞
書
院

　一
九

七
二

・
七

　

所
収）。

以
下、

福
井
氏
の

御

論
は
こ

れ

に

よ

る
。

（
2）
　
竹・
鼻

績
氏
『．
馬

内

侍
集
注

釈
』

の

解
説
（
貴
重
本
刊

行

会

　　
九

九
八
・
七

　
所
収
）

（
3

）

　・
冢

郷

隆
文

氏
「
ま

え

が

き
」

〔
『

龍
谷

大
学

善
本
叢
書

　
一
八

　
四

十

人

集
』

思
文

閣

　冖
九
九

　
　
八
・
三
）

〔
4

）

　
久

曾

神
昇
氏

「

王

朝
私
家
集
伝

本
書
目

（

一
）

〜
（

四）
」

（
『

書
誌

学
』

九

巻
五

号
〜
六

号、

十

　

巻
　
号
〜

二

号

　一
九
三

七
・

＝
、
一
二、
一
九
三

八
・
一
、

二

） 、

同

「
平
安
時
代
歌

合

伝
本

　

書
目

（
一
）

〜
（
四）
」

（
『

書
誌

学
』

十

巻
三

号

〜
六

昜

　一
九
三

八
・
三

〜
五）、

升
上

宗

雄
氏

　

「

小

沢

蘆
庵
本
歌
合

集
・
私
家
集

に

つ

い

て

1
今

治
本
歌
合
集

を

中
心

に

ー
」

（
『

和
歌

史
研
究

　
　

会

会

報
』

六

五

号

　一
九
七

七
・
一
二）、

同

「

小

沢

蔗

庵
本
歌
合

集
に

つ

い

て

（
補
遺）
」

（
『

和
歌

　

史
研

究
会

会
報
』

六

八

号

　　
九
七

八
・
｝
二）、

大

取
一
馬
氏
「

薩

庵
本
の

歌
書
等

に

つ

い

て
」

　
　
（

『

龍

谷

大

学
論

築
』

四

二

三

号
　
一
九
八

三
・
一
〇）

東
海

大

学

村

属

図
書

館

蔵
『

馬
内

侍
集
』

に

つ

い

て

高

橋
山
記

二

　
翻
刻

　
【

凡
例
】

 

東
海

大
学
付
属
図

書
館
蔵
本
（
桃
二

九
・

六

七
 

東
海
大

学
巻
子

本）

を

上

段

　

に、

宮

内
庁
書
陵
部
蔵
水

野
家
旧

蔵
本
（

四

〇
五

二
二

五
）

を

下

段
に

配
し、

翻

　

刻
し

た
。

 

用

字
は

通

行

の

字
体
に

よ

り
、

改

行
・

傍
記

等
は

底
本
の

ま

ま

と

し

た
。

 

歌
頭
に

は

契

沖
本
系
統
（

新
編
国

歌
大

観
・

私
家
集
大
成

と

同

じ
）

に

よ

る

歌

　

番
号

を

付
し

た
。

 

判
読
不

能
な

も

の

は

「

口
」

と

し

た。

 

歌
末
の

文

字

を

傍
書
し

て

い

る

場
合
は

「

／
」

で

区
切

っ

た
。

 

紙
継
ぎ

位
置

（

水

野

家
旧

蔵
本
で

は、

親
本
の

紙
継
ぎ

位
置
）

は

「

…

…．．
」

で

　

示

し

た
。

翻
刻
の

ご

許

可
を

く

だ

さ

い

ま

し

た

東
海
大
学

付
属
図

書
館、

く

御
礼
申
し

上

げ
ま

す。
　

　’

宮
内

庁

書
陵
部
に

厚

2　　　　　 1
は 　ち　 る　に 　 さ

か 　 ら　の 　 を　か （　　　　1
な　 し 花　し　り 題

く　 と　か 　ま　 あ 箋 東
も　 や 　な　   　 り

）
海

と　 た 　 　 　 し　 て 世 大
ま　の 　　　こ 　ち 尊 学．
ら　め　 　 　   　 ら 寺 巻
ぬ 　そ　 　 　ろ　 ま 行 子

花 め　　 の 　 し 成 本
に 　け　　　と　い 卿
そ　む 　　 　け　か 真

ふ 　 　 　 　 き 蹟
は
’

（ 　　　 　　　　 　　　　 　　（

ナ　　 　 　　 ナ

シ 　　　　　　　 シ
）　　　　　　　　　　　　　）

（　　．

飴
馬 裔

騨

61．
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明
星

大

学
研
究

紀

要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語
文

化
学

科】

第
十
三

号

　
二

〇

〇

五

年

　
こ

」

う

か

な

3
お

も

ひ

あ

ま
り

た
の

め

し

な

か

の

　

く

や

し

き

は

こ

の

よ

と

た

に

も

ち

　

き

ら

さ

り

し
よ

4
し

か

す
か

に

か

な

し

き

も

の

は

　

よ

の

な

か

を

う

き

た
つ

ほ

と
の

こ

」

う

　

な

り

け

り

5
君

か

こ

と

お

も

は

ぬ

人
の

つ

ら

か

ら

　

は

わ

れ

も

こ

 

ろ

は

あ

く

か

れ

な

ま

し

6
あ

ふ

こ

と

の

な

き

さ

な

れ

は

や

み

　

や
こ

と

り
か

き

り

て

あ

と

も

　

た

え

て

と

ひ
こ

ぬ

7
と

は

ぬ

ま
は

そ

て

く

ち
ぬ

へ

し

　
か

す
な

ら
ぬ

み

よ

り

あ

ま

れ

る

　

な

み

た

こ

ほ

れ

て

8
あ

ふ

こ

と

は
こ

れ

や

か

き

り
の

た

ひ

　

な

ら

む
く
さ

の

ま

く

ら

も

し

も

　

か

れ

に

け

り

9
た

の

め

く

る

君

し
つ

ら

く

は

よ

も

　

の

海
に

み

も

な

け
つ

へ

き
こ

 

ち

　
こ

そ

す
れ

11
あ

ふ

こ

と
の

と
 

こ

ほ

る

ま

は

い

か

は

か

　

り

み

に

さ

へ

し

み

て

な

け

く

と

　

か

し

る

12
い

の

り

く

る

わ

か

 

た

お

か

の

ち

か

　
こ

と

を

お

そ

く

た

」

す
の

か

み

に

（
ナ

シ
）

（
ナ

シ
）

5
き

み

か

こ

と

お

も

は
ぬ

ひ

と

の

つ

ら

　
か

ら
は

わ

れ

も

こ

」

ろ

は
あ

く
か

れ

な
ま

し

6
あ
ふ

こ

と

の

な

き

さ

な

れ

は

や

み

や
こ

　

と

り

か

き

り

て

あ
と

も

た

え

て

　

と

ひ
こ

ぬ

7
と

は

ぬ

ま

は

そ

て

く

ち
ぬ

へ

し

か

す

　

な

ら

ぬ

み

よ

り

あ
ま
れ

る

な

み

た

　
こ

ほ

れ

て

8
あ
ふ

こ

と

は

こ

れ

や
か

き

り

の

た

ひ

　

な

ら

む

く

さ

の

ま
く

ら

も

し

も

か

れ

　
こ

ナ

リ

9
た
の

め

く

る

君
し
つ

ら

く

は

よ

も

の

う

　

み
に

み

も

な
け

つ

へ

き
こ

」

ち
こ

そ

／

す
れ

11
あ
ふ

こ

と

の

と
」

こ

ほ

る

ま

は

い

か

は

　
か

り

み

に

さ

へ

し

み

て

な

け
く
と

か

し
／

る

12
い

の

り

く

る

わ

か

」

た

を

か

の

ち
か

こ

　
と

お
 

そ

く
た
 

す
の

か

み

に

も

あ

る

／
か

な

62

　

も

あ

る

か

な

14
わ

す

れ

て

も

人
に

か

た

る

な

う
た

 

　

ね

の

ゆ

め

み

て

の

ち

も

な

か

」

ら

し

　

よ

を

15
い

の

ち

あ

ら

は

さ

り

と

も

と

の

み

た

　
の

み

た

る

あ

き

ま

ち
つ

け

む
こ

 

ち
こ

そ

　

せ

ね

16
人

し

れ

す

お

も

ふ

こ

」

ろ

の

し

る

け
れ

は

　

ゆ

ふ

と

も

と

け
よ

君
か

し

た

ひ

も

17
も

え

い

つ

る

む
ね

の

け

ふ

り

は

た

か

け

　

れ

と

な

み

た

の

か

は

、

な

お

こ

ほ

り

　

け

り

18
か

き

く

も

れ

し

く

る

と

な

ら

は

か

　

み

な
つ

き

け
し

き

そ

ら

な

る

人

や

と

　

ま

る

と

19
み

そ

か

に

も

あ
る

へ

き

も
の

お

ゆ

き

　
ふ

る

に

た

も

と

の

う

る

ふ

つ

き

の

わ

　

ひ

し

さ

20
い

ろ

く
の

花
の

な

か

に

も

女

郎
花

　
い

か

な

る

ゑ

た

に

つ

ゆ

と

ま

る

ら

／

む

21
つ

ら

か

ら

は

さ

て

も

や

み

な

て

春

　
の

ひ

の

う
ら

み

ま

ほ

し

き

あ

ま

に

　

も

あ

る

か

な

23
ひ

と

つ

ま

つ

む

す
ひ

け

り

と

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
き
は

　
い

ま

そ

し

る

と

く

る

こ

」

ろ

は

は

な

　

ら

し

を

14
わ

す
れ

て

も

ぴ

と

に

か

た

る

な

う
た

　
 

ね

の

ゆ

め

み

て

の

ち
も
な
か

」

ら

し
／

よ

を

15
い

の

ち
あ

ら

は

さ

り

と

も

と
の

み

た

の

　

み

た

る

あ

き

ま

ち
つ

け

む
こ

 

ち

　
こ

そ

せ

ね

16
人
し

れ

す
お

も

ふ

こ

 

ろ

の

し

る

け

れ

は

　

ゆ

ふ

と

も

と

け

よ

君
か

し

た
ひ

も

17
も

え

い

つ

る

む

ね

の

け
ふ

り
は

た

か

け

れ

　

と

な

み

た

の

か

は

 

な

お

こ

ほ

り

／

け

り

18
か

き

く

も

れ

し

く

る

と

な

ら
は

か

み

　

な
つ

き

け
し

き
そ

ら

な
る

人
や

と

ま

る

／
と

19
み

そ

か

に

も

あ

る

へ

き

も

の

を

ゆ

き

　
ふ

る

に

た

も

と

の

う
る

ふ

つ

き
の

わ

ひ

し

／

さ

20
い

ろ

く
の

花
の

中
に

も

女
郎
花
い

か

な

　

る

ゑ

た

に

つ

ゆ

と

ま

る

ら

む

21
つ

ら

か

ら

は

さ

て

も

や

み

な
て

春
の

　

ひ

の

う
ら

見

ま

ほ

し

き

あ

ま
に ．
も

あ

　

る

か

な

23
ひ

と

つ

ま
つ

む

す
ひ

け

り

と
も

い

　

ま

そ

し

る

と

く

る

こ

」

ろ

は

と

き
は

な

　

ら

し

を
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26
い

と

」

し

く

ぬ

れ

の

み

ま

さ

る

こ

　

ろ

も

て

に

あ

め

ふ

る

こ

と

お

な

に
」

　

か

く

ら

む

27
く

も

て

さ

え

か

き

た

え

に

け

り

さ
」

　

か

に

の

い

の

ち
を

い

ま

は

な
に

」

か

け

　

ま

し

28
な

け

き
つ

」

ふ

れ

と

も

か

す
に

あ

ら
ぬ

　

み

は
い

か

」

は

す
へ

き

し

つ

の

を

た

　

ま

き

30
わ

す

れ

な

は

こ

し

ち
の

ゆ
き
の

あ

と

　

た

え

て

き

ゆ

る

た

め

し

に

な

り

ぬ

　

は
か

り

そ

33
な

に

か

そ

の

づ

ゆ
の

ほ

た

し

に

あ

ら
ぬ

　

み

も

き

み

と

ま

る
へ

き

こ

の

よ

な

　

ら

ね

は

34
ふ

れ

は

か

つ

き

え

ぬ

る

ゆ

き

と

し

り

　

な

か

ら

な

に

や

ま

さ

と

の

し
い

て

　

こ

ひ

し

き

35
人
こ

 

う

ま

た

ら

に

み

ゆ

る

く

さ

な

　

れ

は

か

れ

ぬ

ひ

と

の

し

る

し

　

な

る

へ

し

36
あ

た

に

は

と

た
の

み

し

風

し

あ

む

　

か

ら

は

さ

か

り

も

な

く

て

花

や

　

ち

り

な

む

39
わ

す
ら
れ

ぬ

う
き

に

つ

け

て

も

あ

　

や

め

く
さ

い

か

に

し

た

ね

な

か

」

ら

26
い

ど
」

し

く
ぬ

れ

の

み

ま

さ

る

こ

ろ

も

　
て

に

あ

め
ふ

る

こ

と
を

な

に

 

か

く
／

ら

む

27
く

も

て

さ

え
か

き

た

え

に

け

り

さ
 

　
か

に

の

い

の

ち
を

い

ま
は

な

に

」

か

け
ま
し

28
な

け

き
つ

」

ふ

れ

と

も

か

す
に

あ

ら

ぬ

　

み

は

い

か

 

は

す
へ

き

し
つ

の

を

た

　

ま

き

30
わ

す
れ

な

は
こ

し

ち
の

ゆ

き
の

あ

と

た

　

え

て

き

ゆ

る
た

め

し

に

な

り

組

は

か

り

／
そ

33
な

に

か

そ

の

つ

ゆ

の

ほ

た

し

に

あ

ら

ぬ

　

み

も

君

と

ま

る

へ

き

こ

の

よ

な

ら

ね

／

は

34
ふ

れ

は

か

つ

き

え

ぬ

る

ゆ

き

と

し

り

　

な
か

ら

な

に

や

ま

さ

と
の

し
い

て

こ

ひ

　

し

き

35
人
こ

」

う

ま

だ

ら
に

み

ゆ

る

く

さ

な
れ

　

ば
か

れ

ぬ

る

ひ

と

の

し

る

し

な

る

へ

／

し

36
あ

た

に

は

と

た

の

み

し

風

し

あ

ら
か

　

ら
は

さ
か

り

も
な

く
て

は

な
や

ち
る

／

ら

む

39
わ

す
ら

れ

ぬ

ヶ

き

に

つ

け
て

も

あ

や

め

　

く

さ

い

か

に

し

た

ね

の

な

か

」

ら

め

や

は

東
海
大
学
付
属

図
書
館
蔵
『

馬
内
侍

集
』

．
に

つ

い

て

高
橋

由
記

　

め

や

は

40
く

る

し

と

て

い

う

に

い

つ

れ

は

あ

さ

え

け

　

り

そ

め

て

く

や

し

き

は

な

お

み
．

　

る

か

な

41
と

ふ

か

た

そ

ま
つ

し

ら
れ．
け

る

ほ

と

　

と

き

す
い

か

に

な

く
ね

そ

あ

ま

や

　

と

り
せ

て

42
し

り

そ

め

し
こ

と

や

く

や

し

き

　

し

の

ふ

く

さ

し

る

ひ

も

な

し

　

た

え

や

し

な

ま

し

43
お

も

ぴ
つ

 

ぬ

る

よ

の

ゆ

め

を

し

ら
ぬ

　

み

は

む

ね

に

た

く
こ

ひ

さ

め

た

に

も

　

せ

よ

44
の

と
か

な

る

は

る
の

う

ら

に

も

す

　

か

た

め

は

な

お

こ

ゆ

る

き

の

い

そ

か

　

し

や

な

ぞ

47
お
も

ほ

え

す
な

み

た
の

川

に

ぬ

れ

き

　

ぬ

を

わ

れ

よ

り

ほ

か

に

た

れ

か

　

き

る
へ

き

48
ふ

く

か

せ

に

け

に

な

ひ

か

す
は

女
郎
花

・
し

の

ひ

に

た

え

る
つ

ゆ

を

し
ら

な

む

　

　

　

と
あ

れ

は

49
さ

か

の

い

う

な

る

こ

 

う

と
や

き

く．

　

　

　

と
い

ひ

し

か

は

49
お

み

な
へ

し
つ

」

む

わ

か

み

は
の

へ

40
く

る

し

と

て

い

う

に

い ．
つ

れ

は

あ

さ

え

け

　

り

そ

め

て

く

や

し

き

花

を

見

る

か

な

41
と

ふ

か

た

そ

ま
つ

し

ら

れ

け

る

ほ

と

丶

　

き

す
い

か

に

な

く

ね

そ

あ

ま

や

と

ヴ
せ

て

42
し

り

そ

め

し

こ

と

や

く

や

し

き

し

の

　

ふ

く

さ

し

る

ぴ

と

も

な

し

た

え

や

し

　

な

ま

し

43
お

も

ぴ

つ

」

ぬ

る

よ
の

ゆ

め

を

し

ら
ぬ

　

み

は

む

ね

に

た

く
こ

ひ

さ

め

た

に

も

　

せ

よ

　

　

　

　

ナ

ル

44
の

と

か

に

も

春
の

う

ら

に

も

す
か

た

め

　

ぱ

な

を

こ

ゆ

る

き

の

い

そ

か

し

や

な

ぞ

47
お

も

ほ

え

す

な

み

た

の

か

は

に

ぬ

れ

き
：

…

　
ぬ

を

わ

れ

よ

り

ほ

か

に

た

れ

か

き

る

　
へ

き

48
ふ

く

か

せ

に

け

に

な

ひ

か

す
は

お

み

な

　
へ

し

し

の

ひ

に

た

え

る

つ

ゆ

を

し

ら

　

な

む

（

ナ

シ
）

（

ナ

シ
）

63
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明
星

大

学
研

究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

　

な

れ

や

51
き

く
の

う
へ

の

つ

ゆ

を

は

お

き

て

　

な

み

た

 

に

わ

た
の

こ

ろ

も
の

ぞ

て

　

も

か

は

か

ぬ

53
な

き

な

た

つ

そ

て

も

あ

り

し

を

　

き

り

く
す

く

さ
つ

ゆ

け

し

と

　

な

に

か

な

く

ら

む

55
さ

み

た

れ

の

そ

ら

く

も

り

す
る

　

ほ

と
 

き

す

と
き

に

な

く
ね

は

　

ひ

と

も

と

か

め

す

56
ほ

の

み

え

し

つ

き

を
こ

ひ

つ

＼

か

へ

　

る

さ
の

く

も

ち
の

な

み

に

ぬ

れ

し

　

そ

て

か

な

57
し

か

の

う
ら
に

た
の

む

な

み

た

は

つ

　

き

せ

ね

と

せ

き
も

と
」

め
ぬ

あ

ふ

さ

　

か

の

せ

き

59
し

ら
つ

ゆ
の

す
口

く
こ

ゆ

る

あ

ふ

さ

　

か

の

い

と

は

る

口
口
に

そ

て

そ

ぬ

　

れ

け

る

61
あ
ふ

こ

と

お

け
ふ

と

な

か

け

そ

か

さ

」

き

　

の

よ

し

き

く
た

に

も

ゆ
」

し

き

も

　

の

を

62
な

か

れ

ゆ
く
こ

と
の

は

に

こ

そ

し

ら

　

つ

ゆ
の

い

の

ち
を
か

け

て

お

き

か

へ

口

　

つ

れ

65
も

の

お

も

ふ

あ

き
は

ふ

か

く

そ

な

り

51
き

く
の

う
へ

に

つ

ゆ

を

は

お

き

て

な

み

　

た

」

に

わ

た

の

こ

ろ

も

そ

て

も

か

は

　

か

ね

53
な

き
な

た
つ

そ

て

も

あ

り

し

を

き

　

り

く
す

く

さ

つ

ゆ

け

し

と

な

に

な

け

　

く

ら

む

55
さ

み

た

れ

の

そ

ら

く

も

り

す

る

ほ

と

　

と

き

す

と

き

に

な

く

ね

は

ぴ

と

も

　

と

か

め

す

56
ほ

の

み

え

し
つ

き

を
こ

ひ
つ

 

か

へ

る

さ

　

の

く
も

ち
の

な

み

に

ぬ

れ

し

そ

て

／
か

な

57
し

か

の

う

ら

に

た

の

む
な

み

た

　

は

つ

き

せ

ね

と

せ

き

も

と
 

め

ぬ

　

あ

ふ

さ

か

の

せ

き

59
し

ら

つ

ゆ
の

す

え

く
こ

ゆ

る

あ

ふ

さ

か

　

の

い

と

は

る

さ

め

に

そ
て

そ

ぬ

れ

け

る

61
あ

ふ

こ

と

を

け
ふ

と

な
か

け

そ

か

さ

 

　

き

の

よ

し

き

く

た

に

も
ゆ
」

し

き

も

　

の

を

62
な

か

れ

ゆ

く
こ

と
の

は

に

こ

そ

し

ら

つ

　

ゆ

の

い

の

ち

を
か

け
て

お

き

か
へ
り
つ

れ

65
も

の

お

も

ふ

あ

き

は

ふ

か

く

そ

な

り

に

64

　

に

け

り

の

き

の

し

の

ふ

の

い

う

か

は

　

る

ぎ

て

66
こ

ふ

ろ

み

に

そ

ら

に

か

よ

ひ

て

ほ

と

 

　

き

す

入

た
の

め

な

る

ね

こ

そ

な

か

る

れ

67
け

さ

み

れ

は

と

ま

れ

る

や

と

も

な

か

り

け

　

り

し
の

ふ
の

く

さ

も

い

か

」

な

り

に

し

．
68
く
さ

ま

く

ら

た

ひ

ね

の

ま

く

ら

か

は

　

か

す

は

ゆ

め

に

も
つ

け

む
お

も

ひ

を

こ

ぜ

／
よ

69
ひ

と

り

ぬ

る

や

と

に

ふ

す
ふ

る

か

や

り

　

ぴ

の

さ

よ
ふ

か

た

に

も

え

か

は

り

　

つ

」

70
あ
ふ

こ

と

は

か

ら

な

て

し

こ

の

は

る

　

け

く

て

お

も

ひ

わ

す
ら

ふ

と
こ

　

な

つ

の

は

な

71
い

せ

き

す

る
い

は

ま

の

水
の

う

ち

し

　

の

ぴ

し
の

ひ

か

ね

て

そ

ね

は

な

か

れ

　

ぬ

る

72
い

か

口
口
や

し

ら

ぬ

に

お

ふ

る

う

き

ぬ

　

な

は

く

る

し

や
こ

 

ろ

人
し
れ

す

の

み

73
う

き

く

さ
の

ま

く

ら

や

す
ら

む

お

し

　

と

り
の

よ

る

は
の

と

け
き

い

や

は

ね

ら

　

る

」

74
わ

か

こ

ひ
に

く

ら
へ

て

し

か

な

あ

め

ふ

け
る

の

き

の

し

の

い

う

か

は

る

ま

て

66
こ

」

う

み

に

そ

ら

に

か

よ

ひ

て

ほ

と
」

　

き

す
ぴ

と

た

の

め

な

る

ね

こ

そ

な

　

か

る

れ

67
け

さ

み

れ

は

と

ま

れ

る

や

と

も

な

か

り

　

け
り

し

の

ふ

の

く

さ

も

い

か

」

な

り

　

に

し

68
く

さ

ま
く

ら

た

ひ

ね

の

こ

 

う

か

は

ら

　

す

は

ゆ
め

に

も
つ

け

む

お

も

ひ

を

　

こ

せ

よ

69
ぴ

と

り
ぬ

る

や

と

に

ふ

す
ふ

る

か

や

　

り

ひ

の

さ

よ

ふ

け

か

た

に

も

え

か

は

　

り
つ

」

70
あ
ふ

こ

と

は

か

ら

な

て

し
こ

の

は

る

．
け

く

て

お

も

ひ

わ

す

ら

ふ

と

こ

な

　

つ

の

花

71
い

せ

き

す

る
い

は

ま

の

み

つ

の

う
ち

　

し
の

ぴ

し
の

ひ
か

ね

て

そ

ね

は

　

な

か

れ

ぬ

る

72
い

か

な

れ

は

し

ら

ぬ

に

お

ふ

る

う
き

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

ヒ
ろ

　

な

は

く

る

し

や

ひ

と

め

人

し

れ

す
の

み

73
う

き

く

さ

に

ま

く

ら

や

す

ら

む

お

　

し

と

り

の

よ

る

は
の

と

け

き

い

や

は

　

ね

ら

る

」

74
わ

か

こ

ひ

に

く

ら
へ

て

し

か

な

あ
め
ふ
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れ

は

に

は

の

う
た

か
た
か

す
を
か

そ
へ

／
て

75
ね

さ

め

に

は

き
」

も

し
つ

ら

む

よ

も

す

　

　
か

ら
あ

め

の

こ

ゑ

に

は

を

と

り

や

は

　

　
す
る

　

78
を

の

 

を

と

も

た

つ

ね

さ

り

せ

は

た

に

　

　
つ

は

き
い

は

ひ

の

つ．
ゑ

を
い

か

て

七

　

　
ら

ま
し

　

79
し

も

か

れ

の

あ

ふ

く

な

け

き

の

ゑ

た

な

　

　
れ

は
ふ

か

き

い

ろ

と

は

み

え

す
そ

あ

り

　

　
け

る
．

　

80
ち
は

や

ふ

る

か

も

の

や

し

ろ

の

か

み

も

き

　

　
け

君
わ

す

れ

す
は

わ

れ

も

わ

れ

も

わ

す

　

　
れ

し

．

81
う
り

ふ

や

ま

そ

の

ほ

と
」

の

み

た

　

　

　

（
ナ

シ

）

　

　
の

め
つ

 

ひ

さ

し

く

な

る

は

つ

ら
き．

　

　
わ

さ

か

な

　

83
ほ

と
」

き

す
し

の．
ふ

る

も

の

を

か

し

　

　．
（
ナ

シ

）

　

　
は

き

の

も

り
て

も
こ

ゑ

の

き

こ

え・
け

る

」

か

な

　

84
さ

は

に

み

な

お

り

た

ち

ぬ

と

も

は

を

　

　

　（
ナ

シ

）

　

　
わ

か

み

わ

か

 

り

そ

め

し

よ

と

の

あ

や

　

　
め

は

．
85
あ

や

め

く

さ

い

つ

れ

の

さ

わ

に

ね

を

と

め

　（
ナ

シ

）

　

　
て

み

を

は

な

か

め
に

く

た

し

は

つ

ら

む

　

86
つ

ゆ

と

け
て

お

も

ひ

底

を

か

し

も
の

ゆ

　

　（
ナ

シ

）「

　

れ

は

に

は

の

う

た

か

た

か

す
を

か

　

そ

へ

て

75
ね

さ

め

に

は

き
」

も

し
つ

ら
む
あ

め

　
ヲ

トニ
ハ
　
D

三

　

ふ

れ

は

よ

も

す
か

ら

を

と

り

も

や

　

す
る

78
を

の

」

お

と

も

た

つ

ね

さ

り
せ

は

は

ま

　

つ

は

き

い

は

ひ

の

つ

え

を

い

か

て

し

　

ら

ま

し

79
し

も

か

れ

の．
あ

ふ

く

な

け

き
の

ゑ

た

．
な

れ

は

ふ

か

き
い

ろ

と

は

み

え

す

そ

　

あ

り

け

る

80
ち

は

や

ふ

る

か

も

の

や

し

ろ
の

か

み

も

　

き

け

君
わ

す

れ

す
は

わ

れ

も

わ

す

れ

／

し

東
海
大

学
付
属

図

書
館
蔵
『

馬
内
侍
集
』

に

つ

い

て

高
橋
由

記

　

　
へ
に

し．
た

に
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